

















































とあって、広源州が畠州の西南、鵬酌江の源に在ったことを物語っている。しかも、広源州 邑州管下の罵腰に属していると号するもの弘、その実は当時既に独 していた交祉に服役していたことを、以上掲げた諸条によって窺い知ることが出来る。更にそれらによって、広源州が交院は 畠州との間に介在し であろうことは容易に予想し得ることである。
元豊九域志雄によると邑州（鞘）の下流が穆江と呼ばれているのであるから、この管江の源で、畠州の西南にある広源


























とあり、李朝即ち宋の頃の広源が院氏の広淵州であ ことを伝えている。大越地輿全編諸にも、高平府統州の中に広淵州配計一一社とあり、高源州が高平府に属していたこ 知 地図を案ずるに龍江の上流で安南 地に
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語っているが、しかも、この僕氏がそ 前 嶺南の南漢劉 に服属していたこ は、長編に「以偽漢時所置十州首領詔殺来献」とあるによって知 ことが出来る。即ち 唐末から勢力を得た倶氏は、五代の時嶺南に独立していた南漢に服
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一 一 二 雑 誌 の 条 に 、
広源州者本畠州霧廃。天聖七年首領僕存福帰附。






















































































































明かであろう。元豊九域志博鴇康州、広南路の条に籍 の註に武勤と見えるのが多分、武勅であろうと思われるが、の範州は夢渓筆談珠ニで先きに引用し 「存福乃与其子智高。東掠籍州」とある飽州と同じ 思われるし、又、それは宋史悦九地理志、畠州の条にその罵腰州四寸四、県五洞十一の中の一つで、左江 属し、龍州とあるものであろうから、今日の龍州であろう。従って武勅もその附近であったであろう。桂海虞衡志、蜜の条 も、安平・武勅・忠（制の）浪・七源 四 が皆、僕姓であることを伝えている。
要するに、僕存福が弟、妻の弟及び女靖の土地を弁合してその支配下に置いた地方は高平を中心 した龍江流域と察


























































C C A C
の条「僕智高叛。討檎之。復
授広源州牧」の註に、思浪 説明し 「初隷太原。今属高平省。 為思浪。陳因之。属明分上 朗・下思朗。懇改為上浪・下抽出。今上浪下浪二県是」とあって、清の頃、高平に属してレることを知る。きて、一方‘広西通志」ぷ山川一
一
帰順州の条に、「哨澄水。淫壬荘。流出交世上浪州平尼問。隣那水。源出丙甲。運曲屯村。至屯臨出交陸上 遂招尚」とあって、交祉の上 州の名が見ゆ 東亜輿地図、慶速によって、帰順州の南をきがすに、安南との境に壬庄及び屯隆の地名が見出される故、この安南寄りの地に上浪州はあるべきである。之を同慶御輿地誌附図でみると広淵（
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）即ち宋の広源州の東北と東南とに上破州・下浪州とある。今の叶
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ロ聞の地であったろう。
次に雷火、洞。智高が一時、母と共に拠った土地であるが、後、嘉祐年間には、智高の一族で火洞の僕宗日一とその子で
























註が加えられているように、億智高一は降服した ではあるまい その次の年であ 宋の由一抹元年九月には が邑州の辺境を窓し．ために、宋は江南・福建等の路に詔して、兵を発して、これに備えているし、又、その後約六ヶ月の後である皇祐二年二月には、栄側は羅御陶 おいて一察を置 広源州蜜賊を防禦せんとして る である 羅御胴 ついては既に述べた如くである。なお更に、同年五月戊申の条を長編常に見る8
）広南西路転運司言。交祉発兵。捕広源州賊僕智高。其衆皆遁伏山林。認本路。厳備之。































































































































































































既に五代南漢の嶺南支配時代には之に属していたが、やがて宋の嶺南支配 共に、宋に朝貢し 。しかし一方、交魁を中心とした安南勢力の伸展により．その附庸となったが、安南李朝となり、その勢力がこの地域に及んで来ると、その大酋の僕存福は宋に帰附して、その圧力をのがれんとしたのであろう。しかし、宗では之を許さなかった 、僕存福は宋の辺境をも捺すると共に、次第に勢力を獲得して、国を建て〉交陛の支配から脱せんとしたが、遂 交陛の討伐を受けて失敗したのである。その子の智高 時になると初め父の故地に国 建てたがまた失敗し 後、一時、交陛に服属したが、やがて帰順河流域に拠って再び国を建て＼交祉に叛した。これも亦、失敗 て、右江流域へと遷徒したのである。即ち、交陛に対する反乱毎に、交祉の圧迫を受けて その中心勢力は東方、東北方へと移動しているのである。東方と云っても、宋 勢力と接する地帯に触れる程度で、云わば外壁に沿って右江上流地域 、逗ることとなっ 。かくて宋への内属を求めたわけであるが、宋 対外消極策のためそ も許されやす、遂に嶺南に侵入したのであ 。
考えてみるに、僕存福の交祉への叛乱に始り、その子智高の嶺南における叛乱に終った数回に互る広源蛮の叛乱は、
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畏編鵬店元豊七年十月戊子の条元豊九域志博、宋史博九地理志、菖州、太平嚢宇記一之嶺南道十回州隆平集時一一妖窓、長編合皇祐元年九月乙己藤本光氏「南宋の広馬博易と西南諸国の動静について」の註九参照〔東京学芸大学、研究報告第三輯、歴史学〕皇宋十朝綱要時一同年同月の条により補う。皇朝編年綱目僻要酷 ・宋朝事実諸一、兵刑、平広南蛮賊償智高及び宋史諸一蛮夷三にも、同様な事を伝えている
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